
神奈川大学SDGsアワード
　
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
達
成
に
向
け
て
、
神
奈
川
大
学
の

学
生
が
研
究
内
容
や
課
題
解
決
策
を
ポ
ス
タ
ー
で
表
現
す
る
「
神
奈
川
大
学

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド
」
が
昨
年
12
月
11
日
、
横
浜
市
西
区
の
同
大
み
な
と
み

ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。
若
い
世
代
の
感
性
を
生
か
し
、
課
題
解
決

へ
の
一
歩
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
10
チ
ー
ム
が
披
露
。
最
優
秀

賞
に
は
、
環
境
や
性
能
面
で
優
れ
た
か
や
ぶ
き
住
宅
の
研
究
・
普
及
に
取
り

組
む
工
学
部
・
建
築
学
科
３
年
の
大
石
純
麗
さ
ん
、
春
川
桃
子
さ
ん
、
亀
田

真
瑳
人
さ
ん
の
チ
ー
ム
が
選
ば
れ
た
。

2022年度

社
会
の
課
題
解
決 

学
生
の
視
点
で

P  R

作
品
説
明

現
在
多
く
の
建
物
は
新
た
に
造

ら
れ
て
は
古
い
建
物
は
壊
す
、

壊
さ
れ
る
、
壊
れ
て
ゆ
く
負
の

サ
イ
ク
ル
が
続
い
て
い
る
。
産

業
廃
棄
物
の
増
加
、
地
球
温
暖

化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
問
題

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
近
年
で
は

省
エ
ネ
対
応
の
最
新
機
能
の
住

宅
が
造
ら
れ
た
。
実
は
同
等
の

性
能
を
も
っ
て
い
る
か
や
ぶ
き

住
宅
。
こ
の
ま
ま
消
滅
さ
せ
て

し
ま
っ
て
も
よ
い
の
か
？　

開

催
予
定
の
イ
ベ
ン
ト
を
始
ま
り

に
、
こ
の
住
宅
の
素
晴
ら
し
さ

を
伝
え
る
こ
と
で
こ
れ
か
ら
の

建
築
工
法
の
主
の
一
つ
と
し
て

復
活
さ
せ
る
こ
と
を
推
奨
し
た

い
。

審
査
講
評

現
代
に
お
け
る
建
物
を
取
り
巻

く
課
題
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お

り
、
そ
の
解
決
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。
本
作
品
は
、
そ
の

手
段
と
し
て
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

伝
統
的
な
「
か
や
ぶ
き
住
宅
」

の
も
つ
持
続
可
能
性
に
着
目

し
、
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
実
際
に
行
動
へ
と
つ
な
げ
て

い
る
点
が
非
常
に
優
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
ポ
ス
タ
ー
と
し
て

の
見
や
す
さ
、
写
真
の
使
い
方

な
ど
も
素
晴
ら
し
く
、
研
究
内

容
が
一
目
で
伝
わ
る
点
も
評
価

の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

チ
ー
ム
「
鈴
木
さ
ん
と
ゆ
か
い
な
仲
間
た
ち
」

制
作
者
／
大
石
純
麗
、
春
川
桃
子
、
亀
田
真
瑳
人

最
優
秀
賞

審
査
員

神
奈
川
大
学 

学
長
特
別
顧
問 

西
田 

恒
夫
／
神
奈
川
大
学 

副
学
長 

大
橋 

哲
／
神
奈
川
県
民
共
済
生
活
協
同
組
合 

理
事 

並
木 

裕
之
／
神
奈
川
大
学

生
活
協
同
組
合 

専
務
理
事 

滝
澤 

栄
司
／
グ
ロ
ー
ブ
シ
ッ
プ
株
式
会
社 

常
務
取
締
役 

勝 

仁
志
／
愛
知
株
式
会
社 

専
務
取
締
役 

島
本 

健
司
／
京

セ
ラ
株
式
会
社 

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部
責
任
者 

大
崎 

哲
広
／ 

丸
紅
リ
ア
ル
エ
ス
テ
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社 

施
設
管
理
本
部
執

行
役
員
副
本
部
長 

木
代 

孝
人
／
株
式
会
社
横
浜
銀
行 

地
域
戦
略
統
括
部

長 

細
田 

順
太
郎
／
横
浜
市 

温
暖
化
対
策
統
括
本
部
長 

石
川 

武
史
／ 

一
般
社
団
法
人
横
浜
み
な
と
み
ら
い
21 

理
事
長 

坂
和 

伸
賢

ごあいさつ

　

多
様
な
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
や
施
設

機
能
、
さ
ら
に
は
多
彩
な
人
材
が
集

積
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
・
交
流
が
展
開
さ
れ
て
い

る
、み
な
と
み
ら
い
21
。
こ
の
エ
リ
ア
全
て
を「
キ
ャ

ン
パ
ス
」、「
学
び
の
場
」
と
捉
え
、
知
の
拠
点
と
し

て
、
多
岐
に
わ
た
る
取
り
組
み
を
進
め
る
神
奈
川
大

学
。
こ
の
度
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド
」
の
開
催
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
の
一
層
の
普
及
に
加
え
、
次
世
代

を
担
う
若
者
の
実
践
的
な
人
材
育
成
や
複
雑
化
す
る

社
会
課
題
に
向
け
た
対
応
姿
勢
を
広
く
国
内
外
に
発

信
し
て
ゆ
く
も
の
と
確
信
し
ま
す
。

（
一
社
）横
浜
み
な
と

み
ら
い
21 

理
事
長

坂
和
　
伸
賢

総 

評

　

創
立
者
の
米
田
吉
盛
は
、
京
浜
工
業
地
帯
で
働
く
勤
労
青

年
の
学
び
の
場
と
し
て
本
学
を
創
設
し
、
給
費
生
制
度
な
ど

幅
広
い
学
修
機
会
の
提
供
に
注
力
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
思
い
や
取
り
組
み
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
合
致
し
て
お

り
、
本
学
は
全
国
の
大
学
に
先
駆
け
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
本
ア
ワ
ー
ド
は
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
一
層

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
、
発
表
の
機
会
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
、
昨
年
度
よ
り
始
め
ま
し
た
。

　

い
ま
、
私
た
ち
は
対
立
と
分
断
が
進
む
時
代
に
生
き
、
改

め
て
平
和
と
共
生
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま

す
。
多
様
な
価
値
観
を
理
解
し
、
誰
も
が
人
ら
し
く
生
き
ら

れ
る
社
会
の
実
現
が
急
務
で
あ
り
、
地
球
環
境
問
題
な
ど
国

境
を
越
え
る
人
類
の
課
題
も
深
刻
で
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
に

は
、
企
業
、
社
会
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
持

続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
努
力
を
続
け
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

審
査
委
員
長　

小
熊 

誠（
神
奈
川
大
学
長
）

主
催　

神
奈
川
大
学

後
援　

横
浜
市
、

　
　
　

一
般
社
団
法
人
横
浜
み
な
と
み
ら
い
21

協
力　

神
奈
川
新
聞
社

協
賛　

 

神
奈
川
県
民
共
済
生
活
協
同
組
合
、
神
奈

川
大
学
生
活
協
同
組
合
、
グ
ロ
ー
ブ
シ
ッ

プ
株
式
会
社
、
愛
知
株
式
会
社
、
京
セ
ラ

株
式
会
社
、
丸
紅
リ
ア
ル
エ
ス
テ
ー
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
、
株
式
会
社
横
浜

銀
行
、
ア
ズ
ビ
ル
株
式
会
社
ビ
ル
シ
ス
テ

ム
カ
ン
パ
ニ
ー
、
株
式
会
社
関
電
工
神
奈
川

支
店
、
株
式
会
社
キ
ク
シ
マ
、
高
砂
熱
学
工

業
株
式
会
社
、
東
京
ガ
ス
株
式
会
社
、
東
京

ケ
ー
タ
リ
ン
グ
株
式
会
社
、
株
式
会
社
フ
ジ

タ
横
浜
支
店
、リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
、

ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
横
浜
、
富
士
フ
イ
ル

ム
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
、

株
式
会
社
横
浜
グ
ラ
ン
ド
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ

ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
、
横
浜
ベ
イ
ホ
テ
ル
東
急

　
　 

神
奈
川
県
民
共
済
生
活
協
同
組
合
賞

チ
ー
ム
「
メ
タ
バ
ー
ス
グ
ル
ー
プ
」

制
作
者
／
上
井
萌
、
飯
富
暁
登
、
大
西
冬
也
、
山
科
龍
之
介

作
品
説
明

超
高
齢
社
会
で
あ
る
日
本
が
抱
え
る
問
題
の
一
つ

と
し
て
、
周
り
と
の
関
係
が
な
く
孤
立
し
て
し
ま

う
独
居
高
齢
者
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
問
題

解
決
に
向
け
、
メ
タ
バ
ー
ス
が
も
た
ら
す
「
人
同

士
の
つ
な
が
り
」
の
活
用
が
有
力
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、「
メ
タ
バ
ー
ス
と
リ
ア
ル
を
つ
な
ぐ
」

と
い
う
こ
と
に
焦
点
を
当
て
、
高
齢
者
同
士
で
容

易
に
交
流
が
で
き
る
共
感
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
形

成
し
ま
す
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
継
続
し
て

い
く
こ
と
が
、「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。

審
査
講
評

新
し
い
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
、
仮
想

空
間
で
楽
し
み
な
が
ら
、
独
居
老
人
が
新

た
な
つ
な
が
り
を
つ
く
る
。
そ
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
で
、

孤
立
を
防
ぎ
、
生
き
が
い
に
つ
な
が
る
発

想
に
賛
同
し
ま
し
た
。
将
来
的
に
は
、
地

域
の
幅
広
い
年
代
層
に
活
用
で
き
る
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
　 

神
奈
川
大
学
生
活
協
同
組
合
賞

チ
ー
ム
「
神
大
ポ
ニ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

制
作
者
／
浅
野
優
翔
、
児
玉
周
都
、
石
井
和
光
、
田
中
英
資
、
髙
久
李
美

作
品
説
明

六
角
橋
商
店
街
は
コ
ロ
ナ
で
に
ぎ
わ
い
を
失
っ

た
。
3
年
間
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
。
活
気
が
失
わ
れ

て
い
た
。
そ
こ
に
、
神
大
生
が
奮
起
し
、
商
店
街

を
元
気
に
し
た
い
一
心
で
「
ポ
ニ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
立
ち
上
げ
た
。
商
店
街
に
動
物
を
連
れ
て

く
る
交
渉
は
難
航
し
、
時
間
を
要
し
た
。
し
か
し
、

当
日
は
１
５
０
０
人
を
集
客
。
子
ど
も
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
、カ
ッ
プ
ル
、沢
山
の
お
客
さ
ま
が
集
ま
っ

た
。
店
主
さ
ん
は
大
喜
び
。
久
し
ぶ
り
の
に
ぎ
わ

い
で
笑
顔
を
取
り
戻
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
大
学
と

商
店
街
と
の
絆
を
大
事
に
し
た
い
。

審
査
講
評

当
組
合
は
日
々
の
運
営
を
通
し
て
「
人
と

の
つ
な
が
り
」を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。「
神

大
生
」
が
身
近
に
感
じ
る
点
、
参
画
し
や

す
い
点
を
評
価
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
衛

生
面
や
動
物
愛
護
の
観
点
か
ら
、
動
物
を

媒
体
に
し
た
企
画
に
つ
い
て
は
一
定
の
配

慮
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
今
後
の
さ
ら

な
る
発
展
に
期
待
し
ま
す
。

　
　 

グ
ロ
ー
ブ
シ
ッ
プ
賞

チ
ー
ム
「
カ
ワ
ハ
ル
企
画
部
」

制
作
者
／
竹
端
晴
菜
、
守
下
真
翔

作
品
説
明

私
た
ち
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
10
「
人
や
国
の
不
平
等
を
な

く
そ
う
」、
11
「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
」、
17
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標
を
達
成

し
よ
う
」
を
取
り
入
れ
、「
つ
く
り
だ
そ
う
私
た

ち
の
住
む
ま
ち
を
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
ポ
ス

タ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
で
は
、
誰

も
取
り
残
さ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
の
に
、
若
者

が
地
域
に
取
り
残
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
疑
問
と
、
疑
問
に
対
し
て
私
た
ち
の
活
動
で

得
た
考
え
を
表
現
し
ま
し
た
。

審
査
講
評

当
社
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
し
て
「
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
」
を
重
視
し
て
お
り
、

ま
ち
の
主
役
は
人
で
あ
る
と
理
解
し
て
い

ま
す
。
当
作
品
で
「
若
者
の
社
会
的
孤
立
」

と
い
う
鋭
い
課
題
を
提
起
し
て
い
る
こ
と
、

「
地
域
交
流
の
起
点
と
な
る
こ
と
で
ま
ち
を

活
性
化
し
よ
う
」
と
す
る
姿
勢
を
評
価
し

ま
し
た
。

　
　 

丸
紅
リ
ア
ル
エ
ス
テ
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
賞

チ
ー
ム
「
荻
野
ゼ
ミ
」

制
作
者
／
相
原
剛
、
小
豆
畑
太
一
、
吉
岡
佑
馬
、
リ
ョ
ウ 

ヨ
ウ
、
マ
ン 

シ
ン
イ

作
品
説
明

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
目
指
す
た
め
の
第
一
歩
と
し

て
、
身
近
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
に
つ
い
て
知
っ
て

も
ら
う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
か
な
が
わ
ユ
ー
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
神
大
フ
ェ
ス
タ
で
「
結
婚
指
輪
は

だ
れ
が
買
う
？
」「
男
性
化
粧
は
ど
う
思
う
？
」

と
い
う
テ
ー
マ
を
取
り
扱
い
、
多
く
の
学
生
に

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
を
つ
く

れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
活
動
報
告
も
兼
ね

た
ポ
ス
タ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

審
査
講
評

タ
イ
ト
ル
は
、
日
本
語
訳
で
「
無
意
識
の

偏
見
」。
荻
野
教
授
が
伝
え
る
「
多
く
の
視

点
で
も
の
を
見
る
力
を
身
に
着
け
る
」、
こ

れ
が
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
を
知
る
こ
と
・
理

解
す
る
こ
と
、
偏
見
を
見
直
す
た
め
の
第

一
歩
と
考
え
ま
す
。『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
と
い

う
身
近
な
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
て
採
り
あ

げ
活
動
し
て
い
る
こ
と
に
共
感
し
高
評
価

と
致
し
ま
し
た
。

　
　 

横
浜
銀
行
賞

チ
ー
ム
「
か
な
が
わ
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

制
作
者
／
髙
久
李
美
、
大
後
双
葉
、
阿
部
直
樹
、
高
橋
侑
佑

作
品
説
明

コ
ロ
ナ
で
人
と
の
交
流
が
減
り
、
私
の
大
学
は
元

気
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
神
大
生
の
有
志
が
集
ま

り
、
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
若
者
と
地
域
と

の
交
流
型
事
業
「
か
な
が
わ
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
企
画
運
営
。
地
域
課
題
を
学
び
、
考
案
、
実
行

の
全
て
を
学
生
が
担
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
２

０
０
名
の
学
生
が
集
結
。
地
域
の
大
人
と
の
本
気

の
意
見
交
換
で
、
新
た
な
つ
な
が
り
を
創
出
。
一

方
向
型
か
ら
双
方
向
対
話
型
へ
学
び
方
が
変
わ

る
。
ロ
ー
カ
ル
な
地
域
は
、
ま
る
ご
と
、
私
た
ち

の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
な
る
。
地
域
活
性
化
は
お
も
し

ろ
い
。
こ
れ
か
ら
も
ロ
ー
カ
ル
に
学
び
た
い
。

審
査
講
評

「
ま
ち
が
私
た
ち
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
！
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
わ
り
や
す
く
、
ま

ち
づ
く
り
に
学
生
の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に

関
わ
る
姿
が
目
に
浮
か
び
高
く
評
価
し
ま

し
た
。
横
浜
銀
行
は
地
方
創
生
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
取
り
組
ん
で
お
り
、「
私
た
ち
の
力
で

地
域
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
い
う
思
い
に

共
感
し
、
横
浜
銀
行
賞
に
選
定
し
ま
し
た
。

横
浜
市
長　

山
中
　
竹
春

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド
の
開
催
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年

も
、
熱
意
あ
ふ
れ
る
学
生
の
皆
さ
ん
の
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
ア
イ
デ
ア
が
集
結
し
ま
し
た
。

　

神
奈
川
大
学
さ
ま
は
、
本
ア
ワ
ー
ド
の
開
催
や
、

市
内
ご
み
焼
却
工
場
の
再
エ
ネ
を
活
用
し
た
電
気
メ

ニ
ュ
ー
「
は
ま
っ
こ
電
気
」
の
導
入
な
ど
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
達
成
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

横
浜
市
は
今
後
も
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
し
て
、

神
奈
川
大
学
さ
ま
を
は
じ
め
、
多
様
な
主
体
の
皆
さ

ま
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
横
浜
の
未
来

を
切
り
拓
い
て
い
き
ま
す
。

当
日
の
配
信
映
像
と
受

賞
作
品
は
こ
ち
ら
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

「
２
０
２
２
年
度 

神
奈

川
大
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア

ワ
ー
ド
」
結
果
発
表
・

授
賞
式
開
催
（
神
奈
川

大
学
Ｈ

Ｐ
）

最優秀賞を受賞した「鈴木さんとゆかいな仲間たち」の
メンバーと小熊学長

　
　 

優
秀
賞

チ
ー
ム
「
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
」

制
作
者
／
宮
嶋
綾
、
居
川
昇
陽
、
長
谷
川
璃
奈
、
廣
野
颯
人
、
ジ
ョ
ン 

ヒ
ョ
ン
ジ
ュ

作
品
説
明

私
た
ち
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
は
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
実

験
機
を
研
究
、
開
発
を
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
実
現
す
れ
ば
、
新
た
な
産

業
の
基
盤
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
ク
リ
ー
ン
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
、
宇
宙
へ
ゴ
ミ
を
出
さ
ず
に
運
用
が

可
能
で
す
。
ま
た
、
私
た
ち
自
身
も
部
品
の
再
利

用
な
ど
を
行
い
持
続
可
能
な
社
会
へ
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
は
さ
ま
ざ
ま
な

可
能
性
を
持
つ
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
実
現
の
た
め

に
、
日
々
尽
力
し
て
お
り
ま
す
。

審
査
講
評

２
０
２
２
年
２
月
に
世
界
最
速
記
録
、
時

速
１
０
０
・
６
ｋ
ｍ
を
達
成
し
、
実
現
に

向
け
て
成
果
を
上
げ
て
い
る
ほ
か
、
部
品

の
再
利
用
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
点

を
高
く
評
価
し
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
と
し

て
も
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
特
徴
が
わ
か

り
や
す
く
、
今
後
の
希
望
を
感
じ
さ
せ
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
後
の
改
良

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　 

愛
知
賞

チ
ー
ム
「
神
奈
川
大
学
宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
部
」

制
作
者
／
岡
本
真
穂
、
和
田
聡
一
郎
、
岩
下
瑞
夏

作
品
説
明

神
奈
川
大
学
宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
部
で
は
、
高
野
研
究

室
と
共
同
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ト
の
研
究
・

開
発
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
に
高
度

日
本
記
録
を
更
新
し
ま
し
た
。
最
終
的
な
目
標
は
、

超
小
型
衛
生
を
軌
道
に
投
入
で
き
る
専
用
の
ロ

ケ
ッ
ト
を
開
発
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て

例
え
ば
、
特
定
の
地
域
の
農
作
物
の
生
育
状
況
の

確
認
な
ど
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
ま
す
。
２
０
２

２
年
の
打
ち
上
げ
で
は
ガ
ン
プ
ラ
の
使
用
済
み
ラ

ン
ナ
ー
を
利
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ト
の

燃
料
開
発
を
進
め
ま
し
た
。

審
査
講
評

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
「
ガ
ン
プ
ラ
」
か
ら
発
生

す
る
ラ
ン
ナ
ー
を
先
端
技
術
の
開
発
材
料

に
再
利
用
す
る
発
想
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。

再
生
樹
脂
１
０
０
％
で
商
品
開
発
し
て
い

る
当
社
の
開
発
理
念
と
共
通
点
を
感
じ
ま

し
た
。
ロ
ケ
ッ
ト
打
上
試
験
で
日
本
記
録

を
更
新
す
る
成
果
も
出
し
て
お
り
、
明
瞭

な
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
も
評
価
に
値
し
ま

す
。

　
　 

京
セ
ラ
賞

チ
ー
ム
「
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム　
町
内
会
グ
ル
ー
プ
」

制
作
者
／
大
久
保
遊
、
絞
張
美
波
、
大
瀧
伸
星
、
池
田
大
樹
、
山
﨑
裕
菜

作
品
説
明

最
も
身
近
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
「
町
内
会
」

を
未
来
の
世
代
へ
も
。
私
た
ち
は
横
浜
キ
ャ
ン
パ

ス
の
お
膝
元
・
斎
藤
分
町
南
部
町
内
会
と
協
働
し

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
地
域
の
方
を
〝
本
〟
に
見
立
て
、〝
読

者
〟
で
あ
る
学
生
が
そ
の
人
や
地
域
の
物
語
に
耳

を
傾
け
る
と
い
う
企
画
。
当
日
は
30
名
以
上
が
車

座
に
な
り
、
人
生
の
図
書
館
で
心
通
う
つ
な
が
り

の
新
た
な
頁
を
開
き
ま
し
た
。
今
は
ま
だ
プ
ロ

ロ
ー
グ
。
多
様
な
主
体
が
関
わ
る
地
域
づ
く
り
の

物
語
は
続
い
て
い
き
ま
す
。

審
査
講
評

本
ポ
ス
タ
ー
は
、
孤
立
化
が
進
む
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
対
話
の
機
会
を
見
い
だ
し
、

対
話
を
本
と
し
た
新
た
な
価
値
転
換
を
試

み
た
こ
と
が
評
価
に
値
し
ま
す
。
今
後
さ

ま
ざ
ま
な
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
増
え
て
い
く

こ
と
を
期
待
さ
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

ま
た
表
紙
で
多
く
を
語
ら
ず
、
あ
え
て
表

紙
を
開
く
わ
く
わ
く
感
を
想
起
さ
せ
ま
す
。

　
　 

優
秀
賞

チ
ー
ム
「
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
！
」

制
作
者
／
遠
藤
乃
衣
、
畠
山
舞
菜
、
髙
島
直
将

作
品
説
明

神
奈
川
大
学
の
学
生
た
ち
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
り
、
廃
棄
予
定
食
材
を
利
用
し
て
貧
困
に
苦
し

む
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
行
う
。

ま
ず
学
生
食
堂
や
周
辺
地
域
の
市
場
・
農
家
等
か

ら
「
①
廃
棄
予
定
食
材
を
収
集
」
す
る
。
こ
の
食

材
を
利
用
し
、
地
域
の
子
供
た
ち
向
け
に
「
②
こ

ど
も
食
堂
を
運
営
」
す
る
と
と
も
に
、
食
材
を
フ

リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
化
し
て
「
③
新
興
国
の
貧
困
家
庭

に
向
け
て
輸
送
」
す
る
。
こ
の
ス
キ
ー
ム
を
通
し

て
、
地
域
の
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
、
さ
ら
に
貧
困
や

飢
餓
の
撲
滅
に
貢
献
す
る
。

審
査
講
評

開
発
問
題
で
最
も
基
本
的
な
課
題
で
あ
る

と
同
時
に
、
身
近
な
問
題
で
あ
る
貧
困
お

よ
び
飢
餓
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
大
き
な

関
心
と
共
感
を
得
や
す
い
も
の
で
し
た
。

大
学
、
地
方
自
治
体
及
び
企
業
の
参
加
を

得
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
が
一
過
性
に
と

ど
ま
ら
ず
持
続
可
能
な
も
の
に
な
り
う
る

こ
と
も
重
要
で
す
。
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
も

明
る
く
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
、
好
感
が
持
て

ま
し
た
。


